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し か む ら ぜ き しょうごうぜき

⼭形県は、全国でも⽶づくりのさかんなところとして知られています。「⽔⽥」という⾔葉から
もわかるように、⽶づくりにはたくさんの⽔が必要です｡
農業⽤⽔として最上川の⽔を取り込むことができるよう、南陽出張所では⽶沢市にある四ヶ村堰、

南陽市にある淞郷堰を運⽤しています。
両堰とも農業⽤⽔の取り⼊れが終了する9⽉上旬まで運⽤を⾏いました。今年は⾼温少⾬による

渇⽔が続きましたが、堰の運⽤で無事取⽔することができ、置賜地域の⽔稲の作柄は平年並みの
⾒込み（H30.8.31東北農政局発表）となっています。
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四ヶ村堰▶
９⽉６⽇運⽤終了

▼淞郷堰
９⽉11⽇運⽤終了

取⽔堰とは、川から
⽔を取るために、
川を横断して
⽔をせき⽌める施設｡

▼淞郷堰 全景

昔は、⽔がこなくて⽔⽥に出来ない荒れた⼟地
がたくさんあったんだって。取⽔堰ができて
から、県内各地の農地に⽔がいきわたるよう
になったんだよ。

取⽔堰には、川の⽔の流れる量を調整するはたき
があります。川の⽔が少ない時はせき⽌めて⽔を
貯めて、⽔⽥等に⽤⽔を送ります。

どちらの堰にも

魚が上流へさかのぼり、

通過できるようにするための

「魚道」が設置されているから

水をせき止めても

魚は自由に移動

できるよ！


